
 

Graduation Policy（ＧＰ） 

記入者氏名  

記入年月日 ２００７年１月２９日 

学部・研究科名 医学部 

学科・専攻等名 医学科 

コース等名  

細分名  

医学部の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 

医学･医療の専門知識と技術とともに幅広い教養と豊かな人間性をもち、国際視野に立って人類

の健康増進に資する研究を推進し、我が国の社会や時代の変化に対応してその要請に応える高度

な医療の知識と技量を、発見し、はぐくみ、かたちにする人材を育成する。 

医学部のGraduation Policy（具体的に記述・箇条書き） 

１．社会の要請に柔軟に対応する共通教育コースカリキュラムにより教養の幅を広

げ、医療人の社会的役割の変化に対応できる素養を身につけている。 
２．実習・演習・課外活動などを通じて豊かな人間性を養い、社会の要請に応えるこ

とができる。 
３．情報処理演習や電子シラバスの活用などを通じて、情報化社会で活躍できる基礎

的な情報処理及び管理能力を身につけている。 
４．TOEICや医学･医療領域の専門英語を学習し、医学･医療の国際化に対応できる能

力を身につけている。 
５．専門教育カリキュラムにもとづく学習により、医学・医療の変化に対応できる素

養を身につけ、医療人として持つべき知識・技能・態度に関する課題を解決する

ことができる。 

６．臨床実習などでコミュニケーション能力や説明能力を養い、チーム医療の一員と

して活躍できる素養を身につけている。 

医学科の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 

１．大学全体と医学部の理念を念頭に置き、以下の点を掲げる。 

２．医学・医療の専門知識と技術を教授し，豊かな人間性を涵養する。  

３．医学・医療の変化，医師の社会的役割の変化への対応能力を育成する。  

４．国際的視野に立った医学の発展及び国際交流に努め、医学・医療の国際化に対応できる能力

を育成する。 

５．医学・医療の知識・技術の発展に積極的に貢献し，創造的な人材を育成する。 



 

医学科のGraduation Policy（具体的に記述・箇条書き） 

Ａ．自己開発能力：医学科の教育プログラムと教育目標を把握し、生涯にわたって学ぶ習慣を身

につけ、医学・医療の変化や医師の社会的役割の変化へ対応できる自己開発能力の向上を図り、

修学に積極的に取り組むことができる。 

Ｂ．豊かな人間性の涵養：教養科目を含む医学教育全体を通じて教養と倫理性を高め、患者中心

の医療が実践できる豊かな人間性を涵養し、基礎的な医療倫理的問題に対処できる。 

C．コミュニケーション能力：能動的グループ学習や実践的な体験学習を通じて患者・医師関係

やチーム医療に配慮することができるコミュニケーション能力を養い、典型的な課題状況にお

いて面接・診察することができる。国際的視野に立ち、医学・医療の国際化に対応できる実践

的英語能力を向上させ、英文医学文献から情報収集することができる。 

D．IT活用能力：コンピューターの実践的活用ができ、ITを利用した先進的医療や情報管理につい

ての基礎的な知識を持ち、効率的医療の実践や医学研究へと応用できる。 

E．問題提起・解決能力：医学・医療の発展に貢献できる創造的な医師・研究者を目指して、自ら

課題を発見・提起でき、論理的に思考し、問題解決や研究へとはぐくみ、その成果を文書及び

口頭で発表できる。 

F．医学基盤能力：構造と機能を統合した人体の生命システムのイメージを構築し、生命現象とそ

の機能調節の基本原理を分子レベルから理解し、疾患の原因と病態に関する基礎知識・技能と、

医学医療と社会の関連性についての見識を身につけ、基礎的な課題解決に適用することができ

る。 

Ｇ．基本的臨床能力：内科系・外科系領域における主要疾患の病因・病態・診断・治療を総合的に学

び、診療参加型臨床実習に必要な基本的臨床能力(知識・技能・態度)を修得し、それを応用し

て典型的な臨床的問題を解決することができる。 

Ｈ．実践的臨床能力：基盤医学系・展開医学系で学んだものを実践的体験学習により統合・発展

させ、医師として具有すべき知識及び技能・態度レベルの課題を解決することができる。 

Ｉ．先進的医学医療への対応能力：医学・医療の進歩や国際化、社会・時代のニーズに対応でき

るよう、先進的な医学医療のいくつかを題材として専門知識の応用発展と統合化を図り、その

成果を発表することができる。 

J．進路計画能力：地域・国際社会において健康の増進と疾病の予防・根絶に貢献できる基本的な



 

考え方と技能を身につけ、医学・医療の将来を展望し、自ら進むべき方向を決定できる。 

 

 


